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区民の方に貸出している。
葛飾区立中央図書館はイベント活動が活発
であり，例年区民が多数参加できる行事を数
多く企画している。2014年11月に葛飾キャン
パスで開催した理大祭では，本学葛飾図書館
も区立中央図書館が主催した「本のリサイク
ル市」に参加した。大学図書館では普段感じ
ることの少ない「区民の方の熱気（意気込
み）と，誰にでも，どのような人にでも本を
開放する」という視点で接していることが，
イベントの成功に繋がっているように映っ
た。普段から本学学生や大学の発展を見守っ
てくださる地域住民の皆さまの気持ちに応え
るべく，本学からも「本のリサイクル市」に
図書を提供し，スタッフを派遣するなどの協
力を行い地域との絆を深めた。
実験授業は葛飾区
科学教育センター「未来わくわく館」
葛飾図書館は複合施設であるため，隣接す
る葛飾区科学教育センター「未来わくわく
館」（以下「未来わくわく館」）とも長期的に
友好な協力関係を築いていくことが望まれ
た。基礎工学部材料工学科の学生は，野田キ
ャンパスで学んでいた頃から，ボランティア
活動の一環として，未来わくわく館の前身施
設で，実験授業を定期的に実施していた。
葛飾図書館での地域にむけた実験授業の開
催は初めてではあったが，事前に本学学生か
ら情報を集め，アンケート結果などを参考に
企画を進めた。また，未来わくわく館からの
サポートを受け，2014年11月および2015年２
月に，蟹
かに
江
え
壽
ひさし
・前葛飾図書館長による実験授
業「青色LEDで白色光源をつくる原理」を
実施した（写真１）。参加した中学生や葛飾
区教育委員会の関係者からは，最先端の科学
技術が分かりやすく学べると大変好評であっ
た。参加者からのアンケートを読むと，中学
生の大学に対するあこがれや畏敬の念が伝わ
ってきた。この実験授業に参加した生徒たち
は，開発するのが難しいと言われたLEDの
青色の波長に生き生きとした純粋な眼差し
で，見入っていた。またLEDと電球の科学
的な違いを知って，得意そうな顔の生徒もい
た。
葛飾図書館は「実験を通して学んだことを
本で確認し会得していく」という，学習プロ
セスの一助として，葛飾区立中央図書館が所
蔵する中学生向けの科学書のリストを配布し
て，本から学ぶことの大切さを伝えた。
また，未来わくわく館との連携事業として
2015年６月９日に藤嶋昭・本学学長による光
触媒の授業を実施した。
難しく高度な内容を中学生向けに分かりや
すく展開した授業はいずれも大変好評だっ
た。葛飾キャンパスにおいて，本学教育職員
の協力や理解を得て，本学の特性を活かした
地域連携事業が，現在軌道に乗っていること
を大変うれしく思う。このようなイベントを
機会に葛飾区のより多くの中学生に東京理科
大学に関心を持っていただくとともに，この
ような経験を通して将来日本の科学技術を牽
引していく若者が多数出てほしいとも思う。
実験授業は複合施設ならではの効果の高い
活用事例であり，葛飾図書館と地域との友好
な連携協力関係が第31回日本図書館協会建築
賞受賞では，高く評価されている。
図書館棟大ホール
図書館棟３階には600人を収容する大ホー
はじめに
本学葛飾キャンパスの葛飾図書館が開設さ
れてすでに３年の歳月が経過している。「光
陰矢の如し」という古の言葉が思い起こされ
る。英語では “Time and tide wait for no 
man.”（歳月人を待たず）とも言う。月日の経
過はあっという間だが，その過ぎ去る時間の
大切さについては，地球上のどの地域におい
ても共通した認識があるのではないだろう
か。
東京都葛飾区に新キャンパスを開設するこ
とが決定してから今日まで，本学が執り行っ
た地域との連携事業は葛飾区の皆様に支えら
れ，ほぼすべてを成功へと導くことができ
た。
大学と地域との関係は，2006年（平成18年）
に改正された教育基本法とこれを踏まえた
2007年（平成19年）の学校教育法の改正にあ
る。それまで大学の役割は学術研究，人材育
成であったが，教育・研究の成果を広く社会
に提供することが新たに位置づけられた。こ
れらを実践するためにも，地域に向けて開か
れた大学として，2013年４月に本学は葛飾区
新
にい
宿
じゅく
に新キャンパスを開設した。当初から葛
飾区からの期待度も高く，地域連携は順調に
スタートを切った。
葛飾図書館の利用
葛飾キャンパスにある図書館を利用できる
のは，本学学生・教職員以外に葛飾区に在住
する18歳以上の方である。
葛飾区民への貸出冊数は，2013年度462冊，
2014年度489冊，2015年度上期（４～９月）
358冊と増加の傾向にある。葛飾区民が館外
貸出しを利用する図書の多くは，理工系の専
門書であり，次が英語の本である。利用され
る曜日には平日はばらつきがなく，土曜日に
は平日の２倍の貸出しがある。この状況から
利用者は平日働いている人が多く，仕事が休
みになる週末に来館していると推測される。
葛飾区立中央図書館との連携
本学では葛飾図書館だけではなく，野田図
書館や久喜図書館（1993年度開設，2015年度
移転のため閉館）においても地域住民の図書
館利用を認めていた。しかし葛飾図書館が他
の２館と異なるのは，開設以前より相互協力
を前提に，葛飾区立中央図書館と定期的に連
絡会を開き，運用改善を図りながらサービス
の改善に努めている点である。
葛飾図書館では，主に本学の学生・教育職
員が利用対象者であり，本学のような大学図
書館では日常的な問題を除き，前年度と変わ
ることに対して慎重な判断を下すことが多
い。しかし，一般的な公立図書館は，不特定
多数の人が利用しているため，利用者の声を
聞き，速やかな対応を取ることが求められて
いる。葛飾区立中央図書館との連携は，相違
する組織の互いの長所を見つけることから始
まった。本学には少ない理工系以外の図書を
区立中央図書館で利用してもらい，公共図書
館に所蔵していない理工系の専門図書を一般
写真１　蟹江壽・前葛飾図書館長による実験授業
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向上に繋がった。
④ 本学学生が葛飾区で一人暮らしをして
も，周囲からの見守りがある（安全性の向
上）。
大学は教育機関として，地域連携を行うこ
とで，地域との信頼性が向上し，学生を育て
る環境や基盤について学外の「地域」の中に
も広げることができた。
葛飾図書館地域連携の将来像
一方，鶴見大学の菅原聡，長谷川豊祐両氏
の調査「神奈川県内の大学図書館における地
域連携」（大学図書館研究 . 2013年 . 第95号）で
は，東海大学図書館が地域連携について，生
涯教育だけではなく，住民が勤務している企
業での研究も含めて，連携している点を注目
している。この事例と葛飾図書館との違い
は，まだ企業での研究を目的とした図書館開
放を行っていない点にある。葛飾区には中小
企業が多く点在している。将来はここで働く
人たちが，仕事に活用できる雑誌や図書を葛
飾図書館で閲覧し，必要とあれば文献検索な
ど，その研究や技術を高めるためのお手伝い
もできればと考えている。
世界的に評価の高い精巧な製品を，日本は
町工場が培った伝統と技術の中で作り上げて
いる。微力ではあるが，大学に勤務する者と
して，地域に根ざしている産業を支え，更な
る発展への力添えができたらと希望してい
る。
信州大学にみる地域連携
大学と地域連携の模範とされるのが国立大
学法人信州大学（以下信州大学）の取り組み
である。日本経済新聞社産業地域研究所が実
施する全国の大学地域貢献度ランキングで
は，2012年度，2013年度と続けて第１位に輝
いている。信州大学では図書館が行っている
貢献度の高い地域連携事業として，医学系の
学術論文を地域の病院関係者のために，提供
できるようにした取り組みがあり，2008年に
は地域の13病院を加えてコンソーシアムを組
むことで，データベースの契約料金を下げる
など，大学が中心となり地域医療に貢献して
いる。
今後の葛飾図書館が目指す地域への貢献
インターネットが普及し始めた1995年頃か
ら，図書館を主に構成していた紙媒体の本
に，徐々に電子ジャーナル，電子ブック，デ
ータベースと呼ばれる電子資料が新たに加わ
った。図書館が取り扱う資料の範囲が劇的に
変化し，今日では電子資料を十分に駆使でき
る力と，電子資料そのものの重要度はさらに
高くなっている。
葛飾キャンパスでは葛飾区内の産学公金連
携が組まれ，シンポジウムやフェア等も開催
されている（写真３）。今後，葛飾区の産業
界を支える人々にも，本学図書館の資料や諸
施設を利用して仕事に役立ててほしいと思
う。最先端の科学技術への貢献も大切である
が，それらを支え続けてきた，日本の伝統技
術の維持や発展も重要である。
信州大学のように地域の要求に耳を傾け，
ネットワークを作り，地域連携を実施し効果
を上げている大学を参考に，葛飾図書館が産
学連携の一端を担う日が来ればと思う。そし
てさらに地道な努力を続け，地域に貢献する
大学として，世界からも認められることが本
学にとって最も重要な課題であると考える。
ルがある。大ホールは，学会の発表や葛飾区
の行事等で，年間約20回の利用がある。例年
12月に開催する合唱イベント「第九を歌う
会」では，多数の葛飾区民の方にご参加いた
だき，年を重ねるごとに本学教職員との交流
も深まってきている（写真２）。
大ホール前のレセプションラウンジホワイ
エには，ノーベル賞受賞者が宿泊するスウェ
ーデン・ストックホルムのホテルから見える
港の景色を描いた油絵が飾られている。本学
大学院理学研究科の修了生（1963年３月）で
ある大村智博士がノーベル賞を受賞したこと
を祝い，2015年10月にホームカミングデーの
催事として，この大ホールで特別講演を行っ
ていただいた。その数ヵ月後に大村智博士が
実際にホワイエに飾られた絵画と同じ景色を
目の当りにされている。この図書館棟には建
設当時から本学の発展を願う力が潜んでいる
かのようである。
理科大サイエンス道場
2015年10月25日に図書館棟１階にオープン
した理科大サイエンス道場は，本多光太郎・
初代本学学長の「学問のあるところに技術は
育つ，技術のあるところに産業は発展する，
産業は学問の道場である」の言葉をコンセプ
トとして，本学の最先端の研究を紹介する施
設である。
藤嶋昭学長の代表的研究である「光
触媒」の基本作用が体験できる「光触
媒体験コーナー」，マルチスクリーン
を設置した「プレゼンテーションルー
ム」，実用化が期待される研究成果を
紹介する「研究成果コーナー」などで
構成されている。今後さまざまな研究
成果がこの施設を介して世界に羽ばた
くことを大いに期待する。
地域への開放から見出したもの
地域が大学との連携に求めるものの
一つに地域活性化がある。具体的にはボラン
ティアに参加する人材や公開講座の講師，文
化やスポーツでの交流や施設の開放などが挙
げられる。
実際にどのような大学施設を開放している
かについては，大阪大学の吉岡聡司准教授等
が近畿圏を対象として調査（2009～2010年）
を実施している。この調査では大学が地域に
開放している施設で最も多いものが図書館で
ある。理系学部のみの大学では図書館開放は
80％を超え，飲食店60％，運動場51％，体育
館31％の順であった。同調査では，図書館開
放は国立大学が83％，公立大学が60％，私立
大学が60％で，平均は70％であった。また，
大学が施設を開放しない主な理由として，
「施設管理が難しい」「防犯上の問題」があっ
た。
地域開放から見出したものをまとめると，
次の項目が挙げられる。
① 葛飾区と「協働事業」を行うことで，互
いの長所を学び，人的支援ができるネットワ
ークやコミュニティができた。
② 学生や教職員は葛飾区が企画する行事に
参加しやすくなり，ボランティアの機会や喜
びも増え，就職活動へもプラスに繋がってい
る。
③ 葛飾区が運営する葛飾区民対象の施設を
本学学生も利用できることになり，利便性の
写真２　葛飾区民との「第九を歌う会」
写真３　第30回葛飾区産業フェア
